
焼
谷

区

域

の

名

称

第

六

百

十

三

号

令

和

七

年

八

月

八

日

高
山
市
一
之
宮
町
焼
谷

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示 (

金
曜
日)

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

目

次

告

示

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
解
除

(

砂

防

課)

三
五
三
ペ
ー
ジ

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
解
除

(

同

)

三
五
五

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

(

同

)

三
五
六

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定

(

同

)

三
五
七

○
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
医
師
の
指
定

(

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所)

三
五
七

公

示

○
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任

(
可
茂
農
林
事
務
所)

三
五
九

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

(
同

)

三
五
九

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
認
可

(

同

)

三
六
〇

告

示

岐
阜
県
告
示
第
三
百
六
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
二
年
岐
阜
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号)

の
う
ち
次
の
区
域

の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
六
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
年
岐
阜
県
告
示
第
二
百
十
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の
指
定

を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英
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○

○

岐

阜

県

公

報

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

令
和
七
年
八
月
八
日



(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年
岐
阜
県
告
示
第
百
七
十
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の
指

定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
六
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年
岐
阜
県
告
示
第
百
一
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の
指
定

を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
二
年
岐
阜
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号)

の
う
ち
次
の
区
域

の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

第 613 号 岐 阜 県 公 報 令和７年８月８日 ( 354 )

山
王
洞
１

城
ヶ
崎

中
島
北
山
下
土
佐
垣
内
１

区

域

の

名

称

西
ヶ
洞

区
域
の
名
称

高
山
市
清
見
町
夏�(次の図に示すと

お
り
と
す
る
。)

指

定

の

区

域

高
山
市
西
之
一
色
町
３
丁
目

高
山
市
三
福
寺
町
半
ノ
田

高
山
市
下
岡
本
町
中
島

高
山
市
三
福
寺
町
下
土
佐
垣
内

高
山
市
三
福
寺
町
下
土
佐
垣
内

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

小� 区

域

の

名

称

北
洞
谷

家
脇
洞

区

域

の

名

称

関
市
上
之
保
向
イ
嶋

区

域

の

所

在

地

高
山
市
荘
川
町
猿
丸

高
山
市
荘
川
町
新
渕

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

土
石
流

土
石
流

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類



(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
二
年

岐
阜
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
六
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
年
岐

阜
県
告
示
第
二
百
十
二
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年

岐
阜
県
告
示
第
百
七
十
二
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
五
年

令和７年８月８日 岐 阜 県 公 報 第 613 号( 355 )

区
域
の
名
称

焼
谷

区

域

の

名

称
指

定

の

区

域

高
山
市
一
之
宮
町
焼
谷

区

域

の

所

在

地

土
砂
災
害
の
発

生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種

類 次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

建
築
物
に
作
用
す

る
と
想
定
さ
れ
る

衝
撃
に
関
す
る
事

項 急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

山
王
洞
１

城
ヶ
崎

中
島
北
山
下
土
佐
垣
内
１

区

域

の

名

称

西
ヶ
洞

高
山
市
清
見
町
夏�(次の図に示すとお

り
と
す
る
。)

高
山
市
西
之
一
色
町
３
丁
目

高
山
市
三
福
寺
町
半
ノ
田

高
山
市
下
岡
本
町
中
島

高
山
市
三
福
寺
町
下
土
佐
垣
内

高
山
市
三
福
寺
町
下
土
佐
垣
内

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

次
の
図
に
示
す
と

お
り
と
す
る
。



岐
阜
県
告
示
第
百
四
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
二
年

岐
阜
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
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小� 区

域

の

名

称

北
洞
谷

家
脇
洞

区

域

の

名

称

関
市
上
之
保
向
イ
嶋

区

域

の

所

在

地

高
山
市
荘
川
町
猿
丸

高
山
市
荘
川
町
新
渕

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

北
洞
谷

家
脇
洞

山
王
洞
１

城
ヶ
崎

中
島
北
山
下
土
佐
垣
内
１

西
ヶ
洞

焼
谷

区

域

の

名

称

高
山
市
荘
川
町
猿
丸

高
山
市
荘
川
町
新
渕

高
山
市
西
之
一
色
町
３
丁
目

高
山
市
三
福
寺
町
半
ノ
田

高
山
市
下
岡
本
町
中
島

高
山
市
三
福
寺
町
下
土
佐
垣
内

高
山
市
三
福
寺
町
下
土
佐
垣
内

高
山
市
清
見
町
夏� 高
山
市
一
之
宮
町
焼
谷

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

土
石
流

土
石
流

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類



同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
高
山
土
木
事
務

所
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務

所
及
び
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
三
百
七
十
七
号

身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医

師
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則(

平
成
五
年
岐
阜
県

規
則
第
九
十
号)

第
五
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

担
当
科
目

医
師
氏
名

勤

務

場

所

指
定
年
月
日

外

科

櫻
谷

卓
司

岐
阜
県
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
・
西
濃
医
療

セ
ン
タ
ー
西
濃
厚

生
病
院

揖
斐
郡
大
野
町
下
磯
二
九

三
番
地
一

令
和�･�･��

令和７年８月８日 岐 阜 県 公 報 第 613 号( 357 )

山
王
洞
１

城
ヶ
崎

中
島
北
山
下
土
佐
垣
内
１

西
ヶ
洞

焼
谷

区

域

の

名

称

小� 区

域

の

名

称

高
山
市
西
之
一
色
町
３
丁
目

高
山
市
三
福
寺
町
半
ノ
田

高
山
市
下
岡
本
町
中
島

高
山
市
三
福
寺
町
下
土
佐
垣
内

高
山
市
三
福
寺
町
下
土
佐
垣
内

高
山
市
清
見
町
夏� 高
山
市
一
之
宮
町
焼
谷

区

域

の

所

在

地

関
市
上
之
保
向
イ
嶋

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

小� 区

域

の

名

称

関
市
上
之
保
向
イ
嶋

区

域

の

所

在

地

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類



心
臓
血
管
外

科

山
中

一
朗

医
療
法
人
徳
洲
会

大
垣
徳
洲
会
病
院

大
垣
市
林
町
六
丁
目
八
五

番
地
一

同

内

科

岩
田

暁

社
会
医
療
法
人
蘇

西
厚
生
会
松
波
総

合
病
院

羽
島
郡
笠
松
町
田
代
一
八

五
―
一

同

眼

科

石
澤

聡
子

同

同

同

脳
神
経
外
科�
本

真
範

同

同

同

消
化
器
内
科

向
井

強

同

同

同

小

児

科

足
立

美
穂

同

同

同

整
形
外
科

堀

裕
貴

同

同

同

脳
神
経
外
科

加
藤

佑
規

社
会
医
療
法
人
厚

生
会
中
部
国
際
医

療
セ
ン
タ
ー

美
濃
加
茂
市
健
康
の
ま
ち

一
丁
目
一
番
地

同

眼

科

平
井

研
登

総
合
病
院
中
津
川

市
民
病
院

中
津
川
市
駒
場
一
五
二
二

番
地
の
一

同

外

科

福
井

貴
巳

日
本
赤
十
字
社
高

山
赤
十
字
病
院

高
山
市
天
満
町
三
丁
目
一

一
番
地

同

内

科

前
田

俊
英

同

同

同

外

科

武
藤

俊
博

岐
阜
県
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会

中
濃
厚
生
病
院

関
市
若
草
通
五
丁
目
一
番

地

同

整
形
外
科

次
田

雅
典

岐
阜
県
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会

岐
阜
・
西
濃
医
療

セ
ン
タ
ー
岐
北
厚

生
病
院

山
県
市
高
富
一
一
八
七
―

三

同

脳
神
経
外
科

森
嶋

亮

社
会
医
療
法
人
厚

生
会
中
部
脳
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院

美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古

井
五
九
〇

同

循
環
器
内
科

三
輪

裕
高

岐
阜
県
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会

中
濃
厚
生
病
院

関
市
若
草
通
五
丁
目
一
番

地

同

内

科

淵
上

哲

特
定
医
療
法
人
博

愛
会
博
愛
会
病
院

不
破
郡
垂
井
町
二
二
一
〇

番
地
の
四
二

同

同

大
井

あ
や

医
療
法
人
社
団
慶

桜
会
東
可
児
病
院

可
児
市
広
見
一
五
二
〇
番

地

同

血
液
内
科

鈴
木
弘
太
郎

独
立
行
政
法
人
地

域
医
療
機
能
推
進

機
構
可
児
と
う
の

う
病
院

可
児
市
土
田
一
二
二
一
番

地
五

同

脳
神
経
外
科

熊
谷

昌
紀

日
本
赤
十
字
社
高

山
赤
十
字
病
院

高
山
市
天
満
町
三
丁
目
一

一
番
地

同

内

科

後
藤

貴
宏

医
療
法
人
か
が
や

き
総
合
在
宅
医
療

ク
リ
ニ
ッ
ク

羽
島
郡
岐
南
町
薬
師
寺
四

―
一
二

同

心
臓
血
管
外
科
金
光

尚
樹

医
療
法
人
徳
洲
会

大
垣
徳
洲
会
病
院

大
垣
市
林
町
六
丁
目
八
五

番
地
一

同

眼

科

諸
戸

尚
也

大
垣
市
民
病
院

大
垣
市
南
頬
町
四
丁
目
八

六
番
地

同

呼
吸
器
内
科

土
田

晃
将

医
療
法
人
楡
の
も

り
ふ
く
ろ
う
在
宅

ク
リ
ニ
ッ
ク

各
務
原
市
蘇
原
新
生
町
二

―
一
〇
―
一

同

内

科

服
部

夏
樹

医
療
法
人
社
団
睦

会
愛
生
病
院

羽
島
郡
笠
松
町
円
城
寺
九

七
一

同

同

藤
井

浩
史

医
療
法
人
か
が
や

き
総
合
在
宅
医
療

ク
リ
ニ
ッ
ク

羽
島
郡
岐
南
町
薬
師
寺
四

―
一
二

同

外

科

林

勝
知

介
護
老
人
保
健
施

設
山
県
グ
リ
ー
ン

ポ
ー
ト

山
県
市
大
門
七
七
三

同

内

科

黒
川

雄
太

医
療
法
人
社
団
栄

仁
会
黒
川
胃
腸
科

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

安
八
郡
神
戸
町
北
一
色
三

―
一

同

同

伊
左
次

悟

県
北
西
部
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
国
保

白
鳥
病
院

郡
上
市
白
鳥
町
為
真
一
二

〇
五
―
一

同

耳
鼻
咽
喉
科

山
本

純
平

や
ま
も
と
ク
リ
ニ

ッ
ク

可
児
市
広
見
四
丁
目
二
七

番

同

人
工
透
析
内

科�
田

誠

医
療
法
人
白
楊
会

多
治
見
ク
リ
ニ
ッ

ク

多
治
見
市
音
羽
町
二
―
五

一

同
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内

科

早
川

幸
博

み
ず
な
み
在
宅
ク

リ
ニ
ッ
ク

瑞
浪
市
薬
師
町
二
丁
目
八

九
第
二
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル

Ｄ

同

人
工
透
析
内

科

丹
羽

俊
輔

医
療
法
人
白
楊
会

土
岐
白
楊
ク
リ
ニ

ッ
ク

土
岐
市
肥
田
浅
野
朝
日
町

二
―
三
九

同

内

科

安
部
奈
輔
子

林
外
科
・
内
科

恵
那
市
長
島
町
中
野
三
一

二
―
二

同

公

示

○
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
九
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

木
曽
川
右

岸
用
水
土

地
改
良
区

連
合

令
和�･�･�
理
事

尾�
守

美
濃
加
茂
市
下
米
田
町
西
脇
一
一
九
九
番
地

理
事

堀

部

勝

広

加
茂
郡
七
宗
町
神
渕
一
四
七
五
九
番
地
七

監
事

井

戸

亨

加
茂
郡
富
加
町
羽
生

一
九
〇
〇
番
地

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
及
び
就
任
を
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
九
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英

退
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

退

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

八
百
津
町

木
曽
川
右

岸
用
水
土

地
改
良
区

令
和�･�･�
理
事

金

子

政

則

加
茂
郡
八
百
津
町
八
百
津
三
八
八
三
番
地

同

長
谷
川

豊

治

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知
二
一
三
二
番
地
二

同

青

山

正

光

加
茂
郡
八
百
津
町
野
上
一
〇
三
一
番
地
一

同

山

田

一

夫

加
茂
郡
八
百
津
町
野
上

八
八
番
地
五

同

大�
好

男

加
茂
郡
八
百
津
町
野
上
一
八
一
二
番
地
二
の
二

同

西

山

誠

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知

九
二
九
番
地

同

小

島

一

男

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知

一
四
四
番
地
二

同

渡

邉

一

男

加
茂
郡
八
百
津
町
上
牧
野
一
〇
八
一
番
地
三

同

山

田

久

之

加
茂
郡
八
百
津
町
上
飯
田
六
六
三
番
地
一

監
事

清

水�
之

加
茂
郡
八
百
津
町
野
上
一
三
七
二
番
地
二

同

海

老

茂

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知

二
三
九
六
番
地

同

村

瀬

宏

明

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知
一
七
八
八
番
地
一

就
任
し
た
役
員

土

地

改
良
区
名

就

任

年
月
日

役
名

氏

名

住

所

八
百
津
町

木
曽
川
右

岸
用
水
土

地
改
良
区

令
和�･�･�
理
事

金

子

政

則

加
茂
郡
八
百
津
町
八
百
津
三
八
八
三
番
地

同

渡

邉

一

男

加
茂
郡
八
百
津
町
上
牧
野
一
〇
八
一
番
地
三

同

林

直

美

加
茂
郡
八
百
津
町
野
上

二
七
四
番
地
一

同

宮

島

孝

美

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知
一
九
〇
八
番
地
一
の
一

同

伊

藤

正�
加
茂
郡
八
百
津
町
和
知
三
七
四
三
番
地
二

同

遠

藤

昭

良

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知

二
二
八
〇
番
地
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同

西

山

信

行

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知
一
五
七
七
番
地
二

同

後

藤

一

夫

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知

五
八
番
地
五

同

山

田

久

之

加
茂
郡
八
百
津
町
上
飯
田
六
六
三
番
地
一

同

遠

藤

京

子

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知
二
二
五
八
番
地
二

監
事

青

山

光

治

加
茂
郡
八
百
津
町
野
上

三
一
一
番
地
二

同

海

老

茂

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知

二
三
九
六
番
地

同

村

瀬

宏

明

加
茂
郡
八
百
津
町
和
知
一
七
八
八
番
地
一

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
認
可

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土

地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
八
月
八
日

岐
阜
県
知
事

江

崎

禎

英
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木

曽

川

右

岸

用

水

土

地

改

良

区

連

合

土

地

改

良

区

名

令
和

七
・

七
・
三
〇

認

可

年

月

日

令
和
七
年
八
月
八
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


